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２ 

行
財
政
の
健
全
化
と
事
務
事
業
等
の
見
直
し

　
　
　
　

〜
「
財
政
」
の
改
革
〜

●
税
源
の
確
保
と
税
負
担
の
適
正
化

　

公
正
で
健
全
な
行
政
運
営
を
確
保
す

る
た
め
、
町
税
等
の
滞
納
阻
止
と
税
負

担
の
適
正
化
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
振
興
や
企
業
誘
致

に
よ
る
税
源
の
確
保
、
さ
ら
に
は
新
た

な
税
の
創
設
等
に
努
め
ま
す
。

・
法
定
外
税
の
課
税(
Ｈ
22)

・
差
押
動
産
・
不
動
産
の
ネ
ッ
ト
公
売

(
Ｈ
19)

・
広
域
滞
納
整
理
機
構
の
設
置(

Ｈ
20)

　

   

な
ど

３ 

行
政
組
織
と
運
営
の
見
直
し

　
　

〜
「
制
度･

体
制
」
の
改
革
〜

●
経
費
の
節
減
合
理
化
と

計
画
的
な
財
政
運
営

　

経
費
の
節
減
合
理
化
を
図
り
、
住
民

の
理
解
に
基
づ
き
、
最
も
効
果
的
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
最
小
の
経
費
で
提
供
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
か
り
や
す
く
透
明
性
の
高

い
財
政
運
営
を
計
画
的
に
推
進
し
ま

す
。

・
財
務
規
則
の
見
直
し(

Ｈ
19)

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
等

　

の
統
一
化(

Ｈ
19) 

な
ど

●
事
務
事
業
の
見
直
し
と

経
費
負
担
の
適
正
化

　

事
務
事
業
の
廃
止
と
新
設
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
等

を
取
り
入
れ
な
が
ら
検
証
と
見
直
し
を

定
期
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
務
事

業
の
選
択
と
重
点
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
処
理
の
迅
速
化
や
手
続

き
の
簡
素
化
を
促
進
し
、
住
民
の
視
点

に
立
っ
た
よ
り
便
利
で
親
切
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
と
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
責
任
と
役
割
を
再
認
識
し
、
相
互
の

信
頼
と
協
力
の
も
と
「
協
働
」
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
行
政
負
担

の
必
要
性
、
費
用
対
効
果
等
を
検
証

し
、
整
理
合
理
化
に
努
め
ま
す
。

・
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
導
入

(

Ｈ
19)

・
関
連
事
務
事
業
の
統
一
化(

Ｈ
19)

・
使
用
料･

手
数
料
の
見
直
し(
Ｈ
19)

・
分
担
金･

補
助
金
の
見
直
し(
Ｈ
19)

　

な
ど

●
職
員
給
与
の
適
正
化

　

職
員
の
職
責
と
評
価
に
応
じ
た
公
正

で
適
正
な
支
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、

住
民
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
制
度
の
確
立
と
運
用
に
努
め
ま
す
。

・
特
殊
勤
務
手
当
の
適
正
化
と
成
績
主
義

　

に
基
づ
く
手
当
支
給
の
制
度
化(

Ｈ
19)

・
保
育
所
副
所
長
の
新
設(

Ｈ
18) 

な
ど

●
行
政
組
織
の
見
直
し

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
流
れ
に
対

応
し
た
、
親
切
で
わ
か
り
や
す
く
、
職

員
に
と
っ
て
も
機
能
的
で
働
き
や
す
い

行
政
組
織
や
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
職
や
各
行
政
機
関
の
役

割
や
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
証
し
、
よ

り
柔
軟
な
行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

・
窓
口
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の

充
実(

Ｈ
20)

・
わ
か
り
や
す
い
組
織
へ
の
再
編(

Ｈ
19)

・
水
道
課
の
移
転(

Ｈ
19) 

な
ど

●
定
員
管
理
の
適
正
化

　

抜
本
的
な
事
務
事
業
の
整
理
、
組
織

の
合
理
化
、
職
員
の
適
正
配
置
に
努
め

る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
民
間
委
託
、

情
報
通
信
技
術
の
利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

・
町
職
員
の
定
員
の
適
正
化(

Ｈ
18)

・
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時
職
員
の
任
用

(
Ｈ
19) 

な
ど

●
民
間
活
力
の
導
入
と
住
民
協
働

　

事
務
事
業
の
民
間
委
託
の
可
能
性
を

見
極
め
な
が
ら
、
民
間
の
技
術
を
積
極

的
に
行
政
に
取
り
入
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
管
理
し
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

を
検
討
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
民
団
体
や
N
P
O
等
に

よ
る
「
協
働
」
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

・
指
定
管
理
者
制
度
等
民
間
委
託
の
導
入

(

Ｈ
22)

・
特
定
業
務
の
全
面
民
間
委
託(

Ｈ
19
〜)

・
「
協
働
」
に
向
け
た
共
通
認
識
の
形
成

　

及
び
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進

(

Ｈ
19)

・
N
P
O
の
育
成
、
各
種
団
体
等
の

　

組
織
再
編
・
自
立
化(

Ｈ
19
〜) 

な
ど

〈
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
〉
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～行財政改革宣言～
　この大綱の主旨や行財政の課題を町職員や組織において共通のものとするため、また、この決意

を町民の皆さんに明らかにし、理解を得るため、次のとおり「行財政改革宣言」を行います。

● 私たちは、感動と苦労を共に分かち合う「元気な行政」を目指します
● 私たちは、親切でわかりやすい「やさしい行政」を目指します
● 私たちは、透明で信頼される「明るい行政」を目指します

※第3次美浜町行財政改革大綱は、町のホームページでもご覧になれます。
　ホームページアドレス　http://www.town.mihama.fukui.jp/somu/gyoukakutaikou.html
　お問い合わせ先　町総務課（担当・島田）　☎32‐6700

４ 

電
子
自
治
体
の
推
進

　
　

〜
「
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
改
革
〜

●
業
務
改
善
と
事
務
手
順
の
標
準
化

　

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
、

事
務
を
シ
ス
テ
ム
化
、
自
動
化
す
る
こ

と
で
事
務
処
理
の
合
理
化
、
迅
速
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節
減
、
人

的
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

・
役
場
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

　

保
育
所
・
学
校
と
の
相
互
接
続(

Ｈ
19)

・
庁
内
で
の
情
報
共
有
・
意
見
交
換
の

　

促
進(

Ｈ
19) 

な
ど

●
国
や
県
、
市
町
村
と
の

事
務
連
携
の
推
進

　

国
や
地
方
公
共
団
体
の
電
子
文
書
交

換
や
広
域
的
な
事
務
事
業
の
共
同
で
の

外
部
委
託
に
よ
り
事
務
連
携
を
深
め
、

横
断
的
な
情
報
共
有
を
推
進
し
ま
す
。

・
国
、
県
と
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
の
活
用
に
よ
る
自
治
体
間
通
信

　

網
の
確
保
と
広
域
連
携
、
電
子
文
書
交

　

換
の
推
進 (

Ｈ
19) 

な
ど

●
電
子
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
電
子
申

請
な
ど
の
電
子
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

に
よ
り
、
物
理
的
距
離
や
時
間
的
制
約

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
誰
も
が
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
行
政
の
窓
口
と
し
て
、

行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

I
C
カ
ー
ド) 

　

に
対
応
し
た
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の

　

導
入(

Ｈ
19)

●
情
報
危
機
管
理
体
制
の
充
実

　

組
織
的
に
個
人
情
報
の
保
護
対
策
に

取
り
組
み
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性

や
安
全
性
を
向
上
さ
せ
、
情
報
危
機
管

理
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

・
情
報
危
機
管
理
対
策
基
準
等
の
策
定

(
Ｈ
19) 

な
ど

●
情
報
の
共
有
と
透
明
性
の
向
上

　

行
政
情
報
の
積
極
的
な
公
表
と
共
有

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
意
見

を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み

の
充
実
や
、
住
民
の
監
視
と
納
得
の
も

と
行
政
運
営
を
行
え
る
体
制
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
公
開

(

Ｈ
18)

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

(

Ｈ
18) 

な
ど

●
行
政
倫
理
の
確
立
と

社
会
的
責
務
の
確
保

　

「
社
会
秩
序
を
乱
す
行
動
や
社
会
か

ら
非
難
さ
れ
る
行
動
を
し
な
い
」
と
い

う
行
政
倫
理
を
確
立
し
、
住
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

・
職
員
倫
理
に
係
る
規
程
の
整
備(

Ｈ
19)

・
懲
戒
等
に
係
る
職
員
の
処
分
基
準
・

　

手
続
き
等
の
明
確
化(

Ｈ
19)　

な
ど

●
公
共
施
設
の
効
率
的
運
用
と

有
効
活
用

　

住
民
の
視
点
で
公
共
施
設
の
効
率
的

運
用
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
に
配
慮

し
な
が
ら
保
育
所
等
の
各
施
設
の
再
編

に
つ
い
て
検
討
し
、
公
共
施
設
が
よ
り

利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。

・
保
育
所
・
小
学
校
の
再
編

(

保
育
所
Ｈ
19
・
小
学
校
未
定) 

な
ど

※
行
政
機
関
が
実
施
し
よ
う
と
す
る
政
策
に

　

つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
住
民
か
ら
意
見
を

　

聞
い
て
お
き
、
そ
れ
を
意
思
決
定
に
反
映

　

さ
せ
る
た
め
に
行
う
制
度
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去
る
６
月
８
日
〜
９
日
に
、
吹
田
市

立
佐
井
寺
中
学
校
の
生
徒
２
２
６
人
が

若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験
の
た
め
に

美
浜
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
で
は
、
久
々
子
湖
で
の

ボ
ー
ト
体
験
を
生
徒
全
員
が
体
験
し
、

田
植
え
・
渓
流
釣
り
・
地
び
き
網
・
つ

る
細
工
に
つ
い
て
は
、
選
択
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
田
植
え
体
験
で
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
だ
い
た
「
新
庄

わ
い
わ
い
楽
舎
」
よ
り
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
答
え
、
学
校

の
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
な
が
ら
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
、
周
囲
に
い
た
ほ
と
ん

ど
の
方
々
に
も
田
植
え
に
協
力
い
た
だ

き
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
と
同
じ
く
貴
重

で
懐
か
し
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
町
内
各
地
区
の
皆
さ
ん
と
も
交
流

が
で
き
、
た
い
へ
ん
良
い
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
田
植
え
を
し
た
場
所
に
つ
い

て
は
、
地
主
の
方
に
水
管
理
、
草
刈
り

等
を
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

海
か
ら
山
ま
で
何
で
も
体
験
で
き
る

美
浜
町
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
し

な
が
ら
「
は
あ
と
ふ
る
体
験
」
が
育
つ

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
が
多
様
化
し
、
普
段
の
食
事

で
お
米
を
食
べ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
中
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
機
械

を
使
わ
ず
に
昔
な
が
ら
の
手
植
え
を
し

た
こ
と
に
よ
り
、
体
験
を
し
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
か
っ
た
農
業
の
生
産
の
営
み

や
苦
労
が
理
解
で
き
、
食
文
化
を
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
と
っ

て
も
、
懐
か
し
い
気
持
ち
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
地
域
に
昔
か
ら
あ
る
手
法
を

受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て

も
ら
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

は
あ
と
ふ
る
体
験
に
よ
り
、
都
会
の

人
と
交
流
し
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ

た
お
互
い
が
抱
え
る
問
題
を
発
見
し
、

解
決
策
を
考
え
る
場
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
よ
う
こ
そ
美
浜
へ
」

　
　
　
　
　

新
庄
わ
い
わ
い
楽
舎

　

前
日
夜
11
時
頃
ま
で
、
田
植
え
体
験

を
す
る
10
人
の
中
学
生
を
迎
え
る
た
め
、

当
日
の
天
気
を
気
に
し
な
が
ら
シ
ー
ト

に
ペ
イ
ン
ト
し
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
」

を
作
り
ま
し
た
。

　

体
験
の
受
け
入
れ
は
、
初
め
て
の
こ

と
な
の
で
、
何
か
ら
し
て
よ
い
の
や
ら

メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
な
が
ら
の
準
備

で
し
た
が
、
幸
い
に
も
「
美
浜
あ
ぐ
り

ん
倶
楽
部
」
の
皆
さ
ん
が
前
日
に
田
植

え
体
験
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
の
で
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
手
順
で
進
め
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
強
い
南
風
で
し
た
が
、
近
く

の
軒
先
を
借
り
自
己
紹
介
、
田
植
え
の

手
順
を
説
明
し
、
作
業
を
始
め
る
頃
に

は
風
も
や
み
、
ま
ず
ま
ず
の
田
植
え
日

和
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
農
作
業
は
、
手
作
業
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
中
学
生
の
皆
さ
ん

と
同
じ
条
件
で
メ
ン
バ
ー
全
員
が
素
手
、

素
足
で
田
植
え
を
し
た
の
で
、
久
し
ぶ

り
に
土
と
ふ
れ
あ
い
懐
か
し
く
思
い
ま

し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
商
工
観
光
課　

交
流
推
進
室

　
　

若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験

推
進
協
議
会
事
務
局

☎
32
‐
６
７
０
５

田植え体験の様子

交
流
推
進
室
だ
よ
り

交
流
推
進
室
だ
よ
り
　

〜
手
作
業
の
田
植
え
か
ら
学
ぶ
も
の
〜
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平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
々
１
３
，８
６
０
円
で
す
。

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
平
成
19
年
3
月

ま
で
の
保
険
料
の
お
支
払
い
は
、お
得
な

前
納
制
度
を
利
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

前
納
制
度
は
、保
険
料
を
毎
月
納
め

る
手
間
を
省
く
と
同
時
に
、保
険
料
が

割
引
さ
れ
る
お
得
な
制
度
で
す
。

　

平
成
18
年
10
月
分
か
ら
平
成
19
年
3

月
分
ま
で
の
半
年
分
の
保
険
料
を
前
納

し
た
場
合
は
、左
の
表
の
よ
う
に
割
引
さ

れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、
さ
ら
に

お
得
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
半
年
分
前

納
の
お
申
し
込
み
期
限
は
、
9
月
下
旬

で
す
。
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
金
融

機
関
等
の
窓
口
で
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
保
険
事
務
局
敦
賀
事
務
所

　

☎
23‐

３
６
６
６

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
津
原
）

☎
32‐

６
７
０
３

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

８
３
，
１
６
０
円

毎
月
納
め
る
と

口
座
振
替

現　
　

金

  

支
払
方
法

 

８
２
，
２
２
０
円

８
２
，
４
８
０
円

前
納
す
る
と

９
４
０
円

６
８
０
円

割 

引 

額

　

福
井
県
警
で
は
、
増
加
す
る
高
齢
者
の

交
通
死
亡
事
故
の
防
止
策
と
し
て
、
3
月

１
日
に
県
内
全
14
署
に
「
高
齢
者
交
通
安

全
大
学
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
開
設
さ
れ
た
大
学
に
、
町
か
ら
次

の
3
人
の
方
が
参
加
し
、
3
か
月
間
、
多

種
多
様
な
講
座
を
受
講
さ
れ
、
6
月
１
日

に
「
高
齢
者
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
」
と
し

て
県
警
本
部
長
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

高
齢
者
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー

●
高
齢
者
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー

・
耳 

地 

区　

澤
田 

武
男
さ
ん(

興
道
寺)

・
山
東
地
区　

橋
本 

春
義
さ
ん(

佐
田)

・
西
郷
地
区　

浅
妻 

勝
美
さ
ん(

大
藪)

●
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
内
容

・
各
地
域
で
高
齢
者
の
訪
問
指
導

・
街
頭
指
導
啓
発
活
動

・
地
区
内
で
発
生
し
た
死
亡
事
故
現
場　

　

視
察

・
高
齢
者
教
室
で
の
指
導
役　

な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
警
察
署　

交
通
課☎

25
‐
０
１
１
０

事業所に調査員がお伺いします
事業所や企業の産業・従事者規模の基本

的構造を明らかにするとともに、各種行

政施策の計画等の基礎資料を得ることを

目的に、10月1日現在の事業所･企業に

ついて調査を行います。

全国すべての事業所が対象です。

9月下旬から調査員がお伺いします。

調査員は「調査員証」を

必ず携帯しています。

皆さんのご協力を
お願いします。

総務省統計局・美浜町
※お問い合わせ先　
　町企画課（担当・田村）☎32－6701

　

納税には、便利で確実な
　「口座振替」をご利用ください。

個人事業税の第 1期分の納期限は、
8月 31日 ( 木 ) です。
納期限までに必ず納めましょう。

※お問い合わせ先　
　県嶺南振興局　二州税務部　☎22‐0050

個人事業税の納税のお知らせ

平成 18年
事業所･企業統計調査
平成 18年
事業所･企業統計調査


